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よぴポリマーの港性が少ないことなどを考慮する必姿があり歩それらをはほ'満足するものとしてはわずか

にスチレン，メチルメタアグリレート， スチレン一戸チノレメタ γ ク 1)ν…卜共Ihl: 1士、体， 過剰スチ lノン1:ι1

合しすこポリエステルプレボリマーがあげられる;亡命げである。 おお， 奇iVPC ， Plamo-vVood, 

木材などは~~l じ怠l広告持つものャである。

本研究をとりまとめるにあたり，御助言と l1r:H:i，'尊やいただいた当研究室室長 村山敏博技むに感謝いた

します。

2. 実験方法

2.1 実験言語;料

2. 1 町 1 供試材

絶乾のイタヤカエデ (Acer 押l(J月 o MAXIM，)，マカンパ (Betu{a 卸1aximowicziana REG.) ，ブナ(l勺:g14S

crenata BL日ME) の 4 X 5 X :30cm のものぞ， またす4皮切j定;百には蕊漆 5mm， 1乏さ Scm の穴を 5 個為

げた 5 X 5 X 10C111 のものを用いだっ

2.1.2 

m販の不3託手η ポ1)ヱステ jレ (PES) 2096 , スチレン (5T) 8096 の

(MMA) 40%，スチレン (ST) 60% の混合系をH仏、 た。

2.1.::l l童会開始前

とメチ Jν メタアクリレイト

Ttî販の四， æ' アゾピスイソプチロニトリノレ (AlBN入過酸化ベンゾイJl (BPO) およびメヲルヱテノレケ

トンパーオヰサイド (MEKPO) の各1. 5% 与を rn いた。

2‘ L 4 i設合促進剤

のジィチ JIノアニ 1) ン (DMA)，ナアデツ険ごすノりレト (CoNaph.) を矧いた。

2.1 , 5 tiJi外

るため'Í:t友 fbr)そ1:業K. K. wMのスミプラスト Blue OR, Red AS, Green 

G, Brow況を月]し、た。

2.2 {主入処理?と

窓会促進剤の DMA fJ:減圧気相汲普段で9 また CoNaph.liベンぜンゲ'{irU[J入法で，いずれもあらかじ

め所定致問者さ叶た供試材および注入処深涼液(樹脂!問q.，戸、合開始剤~，染料)をオ トクレ，ーブ(夜千平

75mm，勾さ 500 111m) 中に入れ， lO~..20 mmlig で1O"~15 分間排気し， 1 分から 1 ガスえ

ンベで力nf王 (15 kgJcm2) 注入処):'[\した c その後注入処EZされた木材をオ F 町トクい"プiþから取り il:'，し略

ア jレミ箔で包複し，加熱意合させた。加熱は初期}!l合温度 40 へ .60"C，第 2j羽翠合jは度 EO-.700C， lf({?j[; 

結温度 105 0 C の 3 段消でi:ÿった。なお，軍合中の?BAl支経過は熱電気Iで f1 ~dさせた。 また， 友商品目指た入

処理?去は供試討の*0をヱポキシ1別旨でシー Jレしでも[臥板間 ífriから日己の)f法:こより減!J二加出ü::入処滋

した c

3。 実験結果と考察

3.1 合成樹脂充填木材の製造

Photo. 1 (a) iまイタヤカエデの 4X5X30cm のものを jijlj\ PES 20俗， 5T 8096 , AIBN L 5:怒およ



介(jJ! rr戸J Hf'.HJ によ る研究(谷口・l'î 1';:) 一切一

い 105 0(; 'C ，予合完結させたも

ので..1 <H)が心付，

Photo. 1 (b) (主 Photo. 1 (a) 

J山村部;土 ';;/E f:Jえしていない。

Photo‘ 1 (a) (Ì' ft足掛!日1二信 Jn木村(イタヤカ
エデ， PES ST 系， AIBN 1. 5~ふ混合ィj4
L:t :自o 〆 lOSOC)

hnpregnated. wood. with synthetic 
r巴sin (ITAYAKAEDE, PESST, AIBN 
1. 5.%, Polymerìz以:ion temperatn:re ; 60 
'~105"(;)o 

Photo. 1 (b) Photo. 1 (乱) (1)オミ!こ.1Wdrî

Cr�S section � Photo、 1 (乳).

50.% である。

し、てみたもので， :iJ.l.;卜

Phot�. 2 1まヅナについてヲ と紀と同様の方法で !j，_'1;到したもので，樹脂~iま約 5596 である。

Ph�o. 2 ，ê} FV<;樹，[j r:f. :JEt(!.~~不自 f~' (ブナ， PES♂ 
ST 系 AIBN 1. 596, q，;合記_~Ut : 60~'-' 
105ο(;) 

lm.pregnat記d 明rood with synth白tlc

resin (BUNA , PE3-ST, AIBN 1. S.% , 
Polym配rizatjon t記mperature 60'，~ 

1050C) 

Pho l:tλ3 {，土マカンパの LfjC~ す J去のものを佼用し， あらかじめ気持iで DMA を減fE紋収させた後， PES 

20.% , 3T 80%, BPO 1.5% およびスミプラス r Red 0‘ 196 を滋圧力n!E注入し， 40"C で初期窓会処主主，

600C 守第 2J出笠谷/>Q1J1íよそ:~:1]"い， 105')C で，[;合完結さ弘、たもので， 495ちである ο

Phot�. .1 はイタヤカエデの刊文h:l;:のもの〆子 ttnj L~ あらかじめ気紛で DMA を減F主吸収させた後，

MMA 40%, 3T 60% , BPO 1. 596 およびスミプラスト Red. 0.196 恐減圧力11圧注入し免 40'0(; 

合処3m， 60"C ぜ貫主 2 105ハC で議合完結させたものである。 泌i]旨本は約 60% で，良質
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Photo. 3 合成樹脂充渡木材〈マカンノ九
PES-ST 系， DMA, BPO 1, 596 , 'iIli守i温
度: 40~60-~1050C) 

Impregnated wood with synth杭ic

resin CMAKANBA. PES-ST, DMA, 
BPOL5%, Pのlymerizatíon temperature 
: 40,,,60'V 1050C) , 

Photo, 4 合成樹脂光境木材〈イタヤカエ
デ， MMA-ST 系， DMA, BPO 1. 5% , 
ill 合混皮; 40-~60'~1050C) 
Impregnat巴d wood with synth巴tk

resin (ITAYAKAEDE, MMA--ST , 
DMA, BPO 1. 5タ6 ， Polymerization tem嶋

peほiure : 40，--60~ 1 05 0 C) 皆

lW; 282 号

して渓透が関難であった。その混f:jl として樹脂，タンニ

ンなどの集積にもとずく対日!lfil殺の硬化，選管や椴総fiZ こうが木材JrtltH成分などにぶって悶築される乙と，

るととなどによると捻~される。レドックス系の重合促進剤jをあらかじめ木材中に

したi見合 Ê宣合温度が低いのご，寸i:t変化合形状変化の少ないも

のが得られ，また木材I}Jl可51i[え壊がlh\らないのしかも，処~iゑ木材外剖qC押し fちされる樹脂が少なし経済

J:" -fI:_Lげ操作上有利であると思われるの

3, 2 稜々の処漣条件下による議会時間と中心部最高温度との関係

Fig酬 1 へ， 5 よび京合開始斉!]， Æ合促進剤iを使用したi待の試料の主主会?j~度と中心ちj'j賞受;笥獄

!交との関係を示したものでp 問中の温度はその時の加熱温度を示す。

さだ Table 1 fこf1t 々の処照条件 i二における 1立合時間と試料内郊の滋_8t担ÚJ'E結果をまとめた。そのた1;巣，

した場合， 中心{~i3の最高jÆl度が長?いと豆;合時聞は綬くなるが， 窓会熱による木材

の内 1~m紋様会生ずる。 すなわち，試料pとして大型の木討を用いた場合には加熱重合により多量のHt合熱

が発注する。木材中心部"で手芝生した熱は外1Xi3 (，ど jえ散する乙とができないので? その中心部では71<の沸点

(lOOOC) を;まるかに越えることになり、 満足すぜ〈てき結采は得られない。そのように従来行われて*1，こ方

t1ミ2)3)前では， よって最高話KIl)[が 100 0C ;~:.'滋えることがあり， 42 
、日

れていた。しかし村山仰のー構法による ラスチック総務体の製造法芯よび木研究11) のように

レドックス系の窓会促進剤そ添加するとと!とより初期すま合[弘皮を 40-~600C f亡低下させることができた。

ま f二業部時間を 2 '" 9 Ii寺 HJ~ 900C 以ザドにおさめる ζ とがで今 t;:o その]漂白止し

て~ j*斗こら 12) ならびに TOBOLSKY ら 13) !ご主れ，t-;f， )f!!j戸空イt，ベソゾイルとレドックス系の促進郊j(f){ji:m (こよ

り，比較的低泌 (30- ，100 C) でラジカノレを発生し" 迅i廷に合するからである。 ラ !γ 
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ラジカ iV(D:)'c(!ニ lまり:のよう?こえ~( ~~ ;11，る、
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ベンゾヱ…ト・ラジカ J[/ (2':綴iいてぶてのように CO2 ヰ子 ':HjLL して分台半し， ブェニ Jレ e ラヅカル;;~~， ./ω点てT る c

o 

CðHõCO・ ~"C6H5' +(二O2

まに促jfUfilD十 Hj (i)J込勺、は，次のような 2 1'曜の機燃が殺もよくな日られてωいるつ

( 1) ;i:!.~政 Hン 4 ンゾイノレ J グメデ JV γ ザ リンとの五社令 (HO "RNEf<駒SCH\同NKH)

ム
ヘ1
1
J

J
fし
、

。 。

」山
の-~. 0 I () 

/ゲ'._

v' 百い C6H ， -CO.
~， 11 J 

、，，/ j 

仁H3.....N--CH"

Cdls C 0 0 C じられら

(?ii/f o cll ご\I311
てJ 'COOH 

。 --COOll

この火花Jで生協:したラグカ Fμ はさらに父必 Lて1&終生成?況にいたるつ

(2) ケ円ンノ fーオヰシ'ド\二 Flコノ-: ~，，~オ午、ンドと :(12脱毛主主Hの総台せ白金Jじj)1\JÎ:)幾 I'M)

乙 OJlf%合の機燃は次のよう;ごぶされるコ

ROOR/+CO' 一 :.RO.+OR'ャ← CO'

じり .1. +l(OOR' ー3>CO 十 γ1ミ00.]\""

3噛 3 表5雲j謝制民主入木材の製議

Photo. 5 (a) , (b) はオr::r:::i:二エポキシ約寸:手/戸 Jレがイタ 17 ).]こにア、 υ) 4 x 5 X 30cm りものろイないp

あらかじめ気相でひMA ;;;::減 }:_L:吸収させブニ 1&1:， PES 20，*人 ST 80タム BPO 1.5;:'; およびスミプラス卜

Brown 0.1汚号以!とJJlli 干潟二人し 40"C で þfj Iyj 混合処克己， 60"C でお 2 JUJ'タ合処J"Iiそれ L ら 105 じで

芯巴

f芯fむ/， 5'1'、 (iり?勾ψ(;" 1おìPO 1し.))町了占巧づ主お:ζぷ王 γび〉スミ ;プf ラス ト H仇長e‘て寸d 0仏. 1ι匁.ノノ壬hと土ι川I冷 μ川lリu 、江?日l白入[しU叩~_: ..11己Uの〉;主以(汽; じ 3袋iむjム?し

日本は 5196 である、 そのあlfJk ， Photo.:) (b) , (i (b) ヴらかなようにぺ料のr(1)心部[こ私こiが

しないので設合熱iζぶる木材の破壊がなく玄含fkjO)泌Dミ科も少なし， D このことは Tabìe 1 友 i匝idii

f誌に~'2J&rえからもわ均 s るように 80 0C 以下で行うことができ介〉との)Iô:~は表jfjiiCjliい f市分にのみ政予:、ιと

へずるのな ， JmB二注入。!t、，jf誌は試ffm火ノj、によらないっ
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Photo. 5 (a) 表ili:iJ認樹脂充填木付(イタヤ
カエデ， 1'ES-ST 系， D.MA, 131'0 1. 5宍')1
弟子i~ i'lRt皮: 40'-, 60 r -105 C C) 
Surface iηJpregnat記d wood with synｭ
thetic res匤 (ITA Y AKAEDE, PES-ST, 
D.MA, 13PO 1. 5;-16, Polymerization temｭ
perature : 40~"60".1050C)， 

Photo‘ 5 (b) Photo. 5 (品)の本:IJ 間7I111

Cross se正 tion of Photo酌 5 (a). 

Photo. 6 (a) 表泌!良樹脂光壌木村〈イタヤ
カエデ， MMA-ST 系， DMA , BPO 1. 5 
56, E童会 iii\\_ 11芝: 40'~60~~1O:3cC) 
Surface impregnated wood wi.l:h syn 剛

thet.icτ巴sin (IT A YAKAEDE, MMA 
ST, DMA. 131'0 1.(35)ふ Polymerizatìon

temperature : .10' ，，60 大 .105 C C) 唱

1'hoto. 6 (b) Photo. 6 (a) 0)木 [1 [J jî出1

Cross section of Photo. 6 (a). 
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Studie昌 on th睦 PJ'oductio:n of lrupregnated W ood 

wHh Synth♀tic Resin and an An:elerato:r 

E在inoru TAN1GUcm(l) and '1'akeshi FURUYA (自〉

Summary 

'1'his study on the production of impregnated wood with synthetic rεsin h呂s been conducted 

v>l1th a view to improvlng the production method, tl1at 18, the decreas色 of polymerization tem耐

perature, thεreduction of polymerizat卲n time, and the il11pregnation tr記atment of th巴 ex1ぽnal

surface, 

れrood samples used ar巴 1'1'A Y AKAEDE (Acer mono MAX1Mふ MAKANおA (Betula maximo凶

wicziana REG.) and BUNA (Fagus crenata BWME) , ov巴n dried, 4 X 5 X 30 cm in dimenslon. Fìv巴

ho1es of approximately 5mm 絜 diameter and 5 cm in length were dri1Jed for thermocoupl記

insertion. The dim邑nsions of holed 明!Ood samples were about 5X5Xl0cm. 

Liquids us巴d wer巴 míxtures of unsaturated poly出ter (P.E潟) 20% and 8ty lene (ST) monomer 

80q6 or m巴thyl methacrylate (MMA) monomer 40% and stylene (8T) monomer 60タふ Benzoyl 

perox�e (BPO) l,596 OI 利自に呂町bis.必o七utyronitoríle (AIBN) 1.5お 01' 111邑thy1 ethy 1 ketone 

peroxid日 (MEKPO) 1. 5;1五 wer記 used 註出品n initiator by weight percentage Tesp日ctlvely ， and 

dim思thylaniline (DMA) or cobalt naphthen1c add (CoNaph) , as an accele1'ator of r吋ox. systems, 
品nd sumiplast 0.1%, as the dye in weight. 

Th邑 liquid was impr巴gnated 匤to the wood under the condition of vaCl1Ul11 and p:ressur芭o

Aft巴r the tre乳tment， the wood samples were placed in an oven f:r0111 40"C to 700C to poly“ 

日.wrize synth巴tic monomer and res絜 as above-mentioned. 

The temperatures during polymerizatlon and the polymerization time wer巴 mea8ur叫ed by 

thermocouple. 

Cross :きとctíons were sealed with epoxy resin and irnpregnated, and polymerized by the 
describ巴d conditions in th巴 surface 1mpτegnation technique. 

The results obtalned are 乳s follows: 

(1) Relations between polymerization til11e and max�um tel11perature in the part 01' the 

cent記r of wood samplεs under 8記veral tr巴at九c1ent conditions were shown i11 '1、able 1. 11: wa器

found that the in�t.僘l polym巴rízation temperature was from 400C to 60o C, polym邑rizatíon t絈e 

was from 2 hours to 9 hours, and maximum temperatur日 of the c巴ntcr of wood samples was 

withill 950C in th邑 redox systems. 

(2) The impr邑gnation time did not dep出nd 011 the dírnen日ions of wood samples in th日

sl1rface impregn品tíon teclmique. '1'he surf呂ce impτ巴gnated wood was light and econom�. It 

was found that wood organizat卲n was 110t destroyed by the heat ()f polymerization and had 

little :rise of the temperature in polymerízatìon, for re8in did not 忠xist in 1:he center of wood 

partφ 
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